
JP 2006-72510 A5 2007.9.20

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 ３ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 9月 20日 (2007.9.20)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2006-72510(P2006-72510A)
【 公 開 日 】 平 成 18年 3月 16日 (2006.3.16)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2006-011
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-252821(P2004-252821)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｇ ０ ５ ＤＧ ０ ５ ＤＧ ０ ５ ＤＧ ０ ５ ＤＧ ０ ５ ＤＧ ０ ５ ＤＧ ０ ５ ＤＧ ０ ５ Ｄ    7/06     (2006.01)   7/06     (2006.01)   7/06     (2006.01)   7/06     (2006.01)   7/06     (2006.01)   7/06     (2006.01)   7/06     (2006.01)   7/06     (2006.01)
                        Ｂ ０ １ ＪＢ ０ １ ＪＢ ０ １ ＪＢ ０ １ ＪＢ ０ １ ＪＢ ０ １ ＪＢ ０ １ ＪＢ ０ １ Ｊ    4/00     (2006.01)   4/00     (2006.01)   4/00     (2006.01)   4/00     (2006.01)   4/00     (2006.01)   4/00     (2006.01)   4/00     (2006.01)   4/00     (2006.01)
                        Ｆ １ ６ ＫＦ １ ６ ＫＦ １ ６ ＫＦ １ ６ ＫＦ １ ６ ＫＦ １ ６ ＫＦ １ ６ ＫＦ １ ６ Ｋ   31/04     (2006.01)  31/04     (2006.01)  31/04     (2006.01)  31/04     (2006.01)  31/04     (2006.01)  31/04     (2006.01)  31/04     (2006.01)  31/04     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｇ ０ ５ Ｄ    7/06          Ｚ
   Ｂ ０ １ Ｊ    4/00    １ ０ ３
   Ｆ １ ６ Ｋ   31/04          Ａ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 7日 (2007.8.7)
【 手 続 補 正 １ 】
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 気 式 駆 動 部 （ １ １ ） と 流 量 制 御 部 （ ５ ） と か ら な る 電 動 制 御 弁 と 、 超 音 波 を 流 体 中 に
発 信 す る 超 音 波 振 動 子 （ １ ８ ） と 該 超 音 波 振 動 子 （ １ ８ ） か ら 発 信 し た 超 音 波 を 受 信 し 信
号 を 流 量 計 ア ン プ 部 （ ９ ） に 出 力 す る 超 音 波 振 動 子 （ １ ９ ） を 有 す る 流 量 計 セ ン サ 部 （ ４
） と 、 流 量 計 セ ン サ 部 （ ４ ） の 信 号 に よ っ て 流 量 を 演 算 す る 流 量 計 ア ン プ 部 （ ９ ） と 、 流
量 計 ア ン プ 部 （ ９ ） で 演 算 さ れ た 流 量 値 に 基 づ い て 電 動 制 御 弁 の 開 度 を 調 整 し フ ィ ー ド バ
ッ ク 制 御 す る た め の 制 御 部 （ １ ０ ） と を 具 備 し 、 少 な く と も 流 量 計 ア ン プ 部 （ ９ ） と 制 御
部 （ １ ０ ） と 電 気 式 駆 動 部 （ １ １ ） と を 具 備 す る 電 装 モ ジ ュ ー ル （ ７ ） が １ つ の 第 一 の ケ
ー シ ン グ （ ８ ） 内 に 設 置 さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 流 体 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も 前 記 流 量 計 セ ン サ 部 （ ４ ） と 前 記 流 量 制 御 部 （ ５ ） と を 具 備 す る バ ル ブ モ ジ
ュ ー ル （ １ ） が 、 流 体 流 入 口 （ ３ ） と 流 体 流 出 口 （ ６ ） を 有 す る １ つ の 第 二 の ケ ー シ ン グ
（ ２ ） 内 に 配 置 さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 バ ル ブ モ ジ ュ ー ル （ １ ） の 第 二 の ケ ー シ ン グ （ ２ ） の 流 体 流 入 口 （ ３ ） の 内 部 ま た
は 外 部 に 圧 力 調 整 弁 （ １ １ ２ ） が 設 け ら れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 流 体 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 圧 力 調 整 弁 （ １ １ ２ ） は 、
　 下 部 中 央 に 底 部 ま で 開 放 し て 設 け ら れ た 第 二 の 空 隙 （ １ ２ ２ ） と 、 第 二 の 空 隙 （ １ ２ ２
） に 連 通 す る 入 口 流 路 （ １ ２ ４ ） と 、 上 部 に 上 面 が 開 放 し て 設 け ら れ 第 二 の 空 隙 （ １ ２ ２
） の 径 よ り も 大 き い 径 を 有 す る 第 一 の 空 隙 （ １ ２ ３ ） と 、 第 一 の 空 隙 （ １ ２ ３ ） に 連 通 す
る 出 口 流 路 （ １ ２ ５ ） と 、 第 一 の 空 隙 （ １ ２ ３ ） と 第 二 の 空 隙 （ １ ２ ２ ） と を 連 通 し 第 一



の 空 隙 （ １ ２ ３ ） の 径 よ り も 小 さ い 径 を 有 す る 連 通 孔 （ １ ２ ６ ） と を 有 し 、 第 二 の 空 隙 （
１ ２ ２ ） の 上 面 が 弁 座 （ １ ２ ７ ） と さ れ た 本 体 （ １ １ ４ ） と 、
　 側 面 あ る い は 上 面 に 設 け ら れ た 給 気 孔 （ １ ３ ０ ） と 排 出 孔 （ １ ３ １ ） と に 連 通 し た 円 筒
状 の 空 隙 （ １ ２ ８ ） を 内 部 に 有 し 、 下 端 内 周 面 に 段 差 部 （ １ ２ ９ ） が 設 け ら れ た ボ ン ネ ッ
ト （ １ １ ５ ） と 、
　 ボ ン ネ ッ ト （ １ １ ５ ） の 段 差 部 （ １ ２ ９ ） に 嵌 挿 さ れ 中 央 部 に 貫 通 孔 （ １ ３ ２ ） を 有 す
る バ ネ 受 け （ １ １ ６ ） と 、
　 下 端 部 に バ ネ 受 け （ １ １ ６ ） の 貫 通 孔 （ １ ３ ２ ） よ り も 小 径 の 第 一 接 合 部 （ １ ３ ７ ） を
有 し 、 上 部 に 鍔 部 （ １ ３ ５ ） が 設 け ら れ ボ ン ネ ッ ト （ １ １ ５ ） の 空 隙 （ １ ２ ８ ） 内 部 に 上
下 動 可 能 に 嵌 挿 さ れ た ピ ス ト ン （ １ １ ７ ） と 、
　 ピ ス ト ン （ １ １ ７ ） の 鍔 部 （ １ ３ ５ ） の 下 端 面 と バ ネ 受 け （ １ １ ６ ） の 上 端 面 で 挟 持 支
承 さ れ て い る バ ネ （ １ １ ８ ） と 、
　 周 縁 部 が 本 体 （ １ １ ４ ） と バ ネ 受 け （ １ １ ６ ） と の 間 で 挟 持 固 定 さ れ 、 本 体 （ １ １ ４ ）
の 第 一 の 空 隙 （ １ ２ ３ ） に 蓋 す る 形 で 第 一 の 弁 室 （ １ ４ ４ ） を 形 成 す る 中 央 部 が 肉 厚 と さ
れ た 第 一 ダ イ ヤ フ ラ ム （ １ ４ ０ ） と 、 上 面 中 央 に ピ ス ト ン （ １ １ ７ ） の 第 一 接 合 部 （ １ ３
７ ） に バ ネ 受 け （ １ １ ６ ） の 貫 通 孔 （ １ ３ ２ ） を 貫 通 し て 接 合 固 定 さ れ る 第 二 接 合 部 （ １
４ ２ ） と 、 下 面 中 央 に 本 体 （ １ １ ４ ） の 連 通 孔 （ １ ２ ６ ） と 貫 通 し て 設 け ら れ た 第 三 接 合
部 （ １ ４ ３ ） と を 有 す る 第 一 弁 機 構 体 （ １ １ ９ ） と 、
　 本 体 （ １ １ ４ ） の 第 二 の 空 隙 （ １ ２ ２ ） 内 部 に 位 置 し 本 体 （ １ １ ４ ） の 連 通 孔 （ １ ２ ６
） よ り も 大 径 に 設 け ら れ た 弁 体 （ １ ４ ５ ） と 、 弁 体 （ １ ４ ５ ） 上 端 面 に 突 出 し て 設 け ら れ
第 一 弁 機 構 体 （ １ １ ９ ） の 第 三 接 合 部 （ １ ４ ３ ） と 接 合 固 定 さ れ る 第 四 接 合 部 （ １ ４ ７ ）
と 、 弁 体 （ １ ４ ５ ） 下 端 面 よ り 突 出 し て 設 け ら れ た ロ ッ ド （ １ ４ ８ ） と 、 ロ ッ ド （ １ ４ ８
） 下 端 面 よ り 径 方 向 に 延 出 し て 設 け ら れ た 第 二 ダ イ ヤ フ ラ ム （ １ ５ ０ ） と を 有 す る 第 二 弁
機 構 体 （ １ ２ ０ ） と 、
　 本 体 （ １ １ ４ ） の 下 方 に 位 置 し 、 第 二 弁 機 構 体 （ １ ２ ０ ） の 第 二 ダ イ ヤ フ ラ ム （ １ ５ ０
） 周 縁 部 を 本 体 （ １ １ ４ ） と の 間 で 挟 持 固 定 す る 環 状 突 出 部 （ １ ５ ２ ） を 上 部 中 央 に 有 し
、 環 状 突 出 部 （ １ ５ ２ ） の 上 端 部 に 切 欠 凹 部 （ １ ５ ３ ） が 設 け ら れ る と 共 に 切 欠 凹 部 （ １
５ ３ ） に 連 通 す る 呼 吸 孔 （ １ ５ ４ ） が 設 け ら れ て い る ベ ー ス プ レ ー ト （ １ ２ １ ） と を 具 備
し 、
　 ピ ス ト ン （ １ １ ７ ） の 上 下 動 に 伴 っ て 第 二 弁 機 構 体 （ １ ２ ０ ） の 弁 体 （ １ ４ ５ ） と 本 体
（ １ １ ４ ） の 弁 座 （ １ ２ ７ ） と に よ っ て 形 成 さ れ る 流 体 制 御 部 （ １ ５ ５ ） の 開 口 面 積 が 変
化 す る よ う に 配 置 さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 体 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 流 量 計 セ ン サ 部 （ ４ ） は 、 前 記 流 体 流 入 口 （ ３ ） に 連 通 す る 入 口 流 路 （ １ ３ ） と 、
入 口 流 路 （ １ ３ ） か ら 垂 設 さ れ た 第 一 立 上 り 流 路 （ １ ４ ） と 、 第 一 立 上 り 流 路 （ １ ４ ） に
連 通 し 入 口 流 路 （ １ ３ ） の 軸 線 に 略 平 行 に 設 け ら れ た 直 線 流 路 （ １ ５ ） と 、 直 線 流 路 （ １
５ ） か ら 垂 設 さ れ た 第 二 立 上 り 流 路 （ １ ６ ） と 、 第 二 立 上 り 流 路 （ １ ６ ） に 連 通 し 入 口 流
路 （ １ ３ ） の 軸 線 に 略 平 行 に 設 け ら れ 流 量 制 御 部 （ ５ ） の 入 口 流 路 （ ２ ４ ） に 連 通 す る 出
口 流 路 （ １ ７ ） と が 連 続 し て 設 け ら れ 、 第 一 、 第 二 立 上 り 流 路 （ １ ４ 、 １ ６ ） の 側 壁 の 直
線 流 路 （ １ ５ ） の 軸 線 と 交 わ る 位 置 に 、 超 音 波 振 動 子 （ １ ８ 、 １ ９ ） が 互 い に 対 向 し て 配
置 さ れ た 流 量 計 セ ン サ 部 （ ４ ） で あ り 、
　 前 記 流 量 計 ア ン プ 部 （ ９ ） は 、 超 音 波 振 動 子 （ １ ８ 、 １ ９ ） が ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続 さ
れ る 流 量 計 ア ン プ 部 （ ９ ） で あ り 、
　 前 記 流 量 計 セ ン サ 部 （ ４ ） と 前 記 流 量 計 ア ン プ 部 （ ９ ） と が 、 超 音 波 振 動 子 （ １ ８ 、 １
９ ） の 送 受 信 を 交 互 に 切 り 替 え て 超 音 波 振 動 子 （ １ ８ 、 １ ９ ） 間 の 超 音 波 伝 搬 時 間 差 を 測
定 す る こ と に よ り 直 線 流 路 （ １ ５ ） を 流 れ る 流 体 の 流 量 を 演 算 す る 超 音 波 流 量 計 を 構 成 す
る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 つ の 請 求 項 に 記 載 の 流 体 制 御 装 置
。
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【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 流 量 計 セ ン サ 部 （ １ ５ ６ ） は 、 前 記 流 体 流 入 口 （ ３ ） に 連 通 す る 入 口 流 路 （ １ ５ ９
） と 、 入 口 流 路 （ １ ５ ９ ） 内 に 垂 設 さ れ た カ ル マ ン 渦 を 発 生 さ せ る 渦 発 生 体 （ １ ６ ０ ） と
、 出 口 流 路 （ １ ６ １ ） と を 備 え る 直 線 流 路 （ １ ６ ２ ） と が 連 続 し て 設 け ら れ 、 直 線 流 路 （
１ ６ ２ ） の 渦 発 生 体 （ １ ６ ０ ） の 下 流 側 の 側 壁 に 、 超 音 波 振 動 子 （ １ ６ ３ 、 １ ６ ４ ） が 流
路 軸 線 方 向 に 直 交 す る 位 置 に 互 い に 対 向 し て 配 置 さ れ た 流 量 計 セ ン サ 部 （ １ ５ ６ ） で あ り
、 　 前 記 流 量 計 ア ン プ （ １ ６ ５ ） は 、 超 音 波 振 動 子 （ １ ６ ３ 、 １ ６ ４ ） が ケ ー ブ ル を 介 し
て 接 続 さ れ る 流 量 計 ア ン プ 部 （ １ ６ ５ ） で あ り 、
　 前 記 流 量 計 セ ン サ 部 （ １ ５ ６ ） と 前 記 流 量 計 ア ン プ 部 （ １ ６ ５ ） と が 、 渦 発 生 体 の 下 流
に 発 生 す る カ ル マ ン 渦 の 発 生 周 波 数 を 超 音 波 振 動 子 （ １ ６ ３ ） が 送 信 し た 信 号 と 超 音 波 振
動 子 （ １ ６ ４ ） が 受 信 し た 信 号 と の 位 相 差 に よ っ て 流 量 を 演 算 す る 超 音 波 式 渦 流 量 計 を 構
成 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 つ の 請 求 項 に 記 載 の 流 体 制 御 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 電 装 モ ジ ュ ー ル （ ７ ） と バ ル ブ モ ジ ュ ー ル （ １ ） と が 連 結 さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 つ の 請 求 項 に 記 載 の 流 体 制 御 装 置
。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 電 装 モ ジ ュ ー ル （ ７ ） と バ ル ブ モ ジ ュ ー ル （ １ ） と が 空 間 層 （ １ ２ ） を 介 し て 連 結
さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 流 体 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 電 装 モ ジ ュ ー ル （ ５ ６ ） の 第 一 の ケ ー シ ン グ （ ５ ７ ） は 、 該 第 一 の ケ ー シ ン グ （ ５
７ ） 内 に 充 填 さ れ た 気 体 を 排 出 す る た め に 設 け ら れ た 排 出 口 （ ６ １ ） を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か 一 つ の 請 求 項 に 記 載 の 流 体 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 空 間 層 （ １ ２ ） 内 に 充 填 さ れ た 気 体 を 排 出 す る た め に 設 け ら れ た 排 出 口 （ ４ ９ ） を
有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 流 体 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 電 気 式 駆 動 部 （ １ １ ） は 、 上 部 ボ ン ネ ッ ト （ ３ ７ ） と 下 部 ボ ン ネ ッ ト （ ３ ６ ） に 内
包 さ れ た モ ー タ 部 （ ３ ８ ） と を 具 備 し 、 前 記 流 量 制 御 部 （ ５ ） は 、 モ ー タ 部 （ ３ ８ ） の 軸
に 連 結 さ れ た ス テ ム （ ４ ７ ） に よ り 上 下 動 さ れ る 弁 体 （ ２ ２ ） を 有 す る ダ イ ヤ フ ラ ム （ ２
１ ） な ら び に 、 ダ イ ヤ フ ラ ム （ ２ １ ） に よ っ て 電 気 式 駆 動 部 （ １ １ ） か ら 隔 離 さ れ た 弁 室
（ ２ ３ ） に 各 々 連 通 す る 入 口 流 路 （ ２ ４ ） 及 び 出 口 流 路 （ ２ ５ ） を 有 す る 弁 本 体 （ ２ ０ ）
と を 具 備 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム （ ２ １ ） の 非 接 液 側 空 間 （ ４ １ ） と 連 通 す る 排 気 孔 （ ４ ３ ） が
下 部 ボ ン ネ ッ ト （ ３ ６ ） に 設 け ら れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か 一 つ の 請 求 項 に 記 載 の 流 体 制 御 装
置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 電 動 制 御 弁 が 、 電 動 式 ピ ン チ バ ル ブ で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か 一 つ の 請 求 項 に 記 載 の 流 体 制 御 装
置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 電 動 式 ピ ン チ バ ル ブ の 管 体 の 材 質 が Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 、 フ ッ 素 ゴ ム 、 シ リ コ ン ゴ ム 、 ま た は
こ れ ら の 複 合 体 か ら な る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 流 体 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 電 動 式 ピ ン チ バ ル ブ の 管 体 が ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン と シ リ コ ン ゴ ム と の 複 合
体 か ら な る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 流 体 制 御 装 置 。
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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 流 体 制 御 装 置 の 構 成 を 図 １ 、 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す
る と 、 電 気 式 駆 動 部 １ １ と 流 量 制 御 部 ５ か ら な る 電 動 制 御 弁 と 、 超 音 波 を 流 体 中 に 発 信 す
る 超 音 波 振 動 子 １ ８ と 該 超 音 波 振 動 子 １ ８ か ら 発 信 し た 超 音 波 を 受 信 し 信 号 を 流 量 計 ア ン
プ 部 ９ に 出 力 す る 超 音 波 振 動 子 １ ９ を 有 す る 流 量 計 セ ン サ 部 ４ と 、 流 量 計 セ ン サ 部 ４ の 信
号 に よ っ て 流 量 を 演 算 す る 流 量 計 ア ン プ 部 ９ と 、 流 量 計 ア ン プ 部 ９ で 演 算 さ れ た 流 量 値 に
基 づ い て 電 動 制 御 弁 の 開 度 を 調 整 し フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 す る た め の 制 御 部 １ ０ と を 具 備 し
、 少 な く と も 流 量 計 ア ン プ 部 ９ と 制 御 部 １ ０ と 電 気 式 駆 動 部 １ １ と を 具 備 す る 電 装 モ ジ ュ
ー ル ７ が １ つ の 第 一 の ケ ー シ ン グ ８ 内 に 設 置 さ れ た こ と を 第 １ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 少 な く と も 流 量 計 セ ン サ 部 ４ と 流 量 制 御 部 ５ と を 具 備 す る バ ル ブ モ ジ ュ ー ル １ が
、 流 体 流 入 口 ３ と 流 体 流 出 口 ６ と を 有 す る １ つ の 第 二 の ケ ー シ ン グ ２ 内 に 配 置 さ れ た こ と
を 第 ２ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 バ ル ブ モ ジ ュ ー ル １ の 第 二 の ケ ー シ ン グ ２ の 流 体 流 入 口 ３ の 内 部 ま た は 外 部 に 圧
力 調 整 弁 １ １ ２ が 設 け ら れ た こ と を 第 ３ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 圧 力 調 整 弁 １ １ ２ が 、
　 下 部 中 央 に 底 部 ま で 開 放 し て 設 け ら れ た 第 二 の 空 隙 １ ２ ２ と 、 第 二 の 空 隙 １ ２ ２ に 連 通
す る 入 口 流 路 １ ２ ４ と 、 上 部 に 上 面 が 開 放 し て 設 け ら れ 第 二 の 空 隙 １ ２ ２ の 径 よ り も 大 き
い 径 を 有 す る 第 一 の 空 隙 １ ２ ３ と 、 第 一 の 空 隙 １ ２ ３ に 連 通 す る 出 口 流 路 １ ２ ５ と 、 第 一
の 空 隙 １ ２ ３ と 第 二 の 空 隙 １ ２ ２ と を 連 通 し 第 一 の 空 隙 １ ２ ３ の 径 よ り も 小 さ い 径 を 有 す
る 連 通 孔 １ ２ ６ と を 有 し 、 第 二 の 空 隙 １ ２ ２ の 上 面 が 弁 座 １ ２ ７ と さ れ た 本 体 １ １ ４ と 、
　 側 面 あ る い は 上 面 に 設 け ら れ た 給 気 孔 １ ３ ０ と 排 出 孔 １ ３ １ と に 連 通 し た 円 筒 状 の 空 隙
１ ２ ８ を 内 部 に 有 し 、 下 端 内 周 面 に 段 差 部 １ ２ ９ が 設 け ら れ た ボ ン ネ ッ ト １ １ ５ と 、
　 ボ ン ネ ッ ト １ １ ５ の 段 差 部 １ ２ ９ に 嵌 挿 さ れ 中 央 部 に 貫 通 孔 １ ３ ２ を 有 す る バ ネ 受 け １
１ ６ と 、
　 下 端 部 に バ ネ 受 け １ １ ６ の 貫 通 孔 １ ３ ２ よ り も 小 径 の 第 一 接 合 部 １ ３ ７ を 有 し 、 上 部 に
鍔 部 １ ３ ５ が 設 け ら れ ボ ン ネ ッ ト １ １ ５ の 空 隙 １ ２ ８ 内 部 に 上 下 動 可 能 に 嵌 挿 さ れ た ピ ス
ト ン １ １ ７ と 、
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　 ピ ス ト ン １ １ ７ の 鍔 部 １ ３ ５ 下 端 面 と バ ネ 受 け １ １ ６ の 上 端 面 で 挟 持 支 承 さ れ て い る バ
ネ １ １ ８ と 、
　 周 縁 部 が 本 体 １ １ ４ と バ ネ 受 け １ １ ６ と の 間 で 挟 持 固 定 さ れ 、 本 体 １ １ ４ の 第 一 の 空 隙
１ ２ ３ に 蓋 す る 形 で 第 一 の 弁 室 １ ４ ４ を 形 成 す る 中 央 部 が 肉 厚 と さ れ た 第 一 ダ イ ヤ フ ラ ム
１ ４ ０ と 、 上 面 中 央 に ピ ス ト ン １ １ ７ の 第 一 接 合 部 １ ３ ７ に バ ネ 受 け １ １ ６ の 貫 通 孔 １ ３
２ を 貫 通 し て 接 合 固 定 さ れ る 第 二 接 合 部 １ ４ ２ と 、 下 面 中 央 に 本 体 １ １ ４ の 連 通 孔 １ ２ ６
と 貫 通 し て 設 け ら れ た 第 三 接 合 部 １ ４ ３ と を 有 す る 第 一 弁 機 構 体 １ １ ９ と 、
　 本 体 １ １ ４ の 第 二 の 空 隙 １ ２ ２ 内 部 に 位 置 し 本 体 １ １ ４ の 連 通 孔 １ ２ ６ よ り も 大 径 に 設
け ら れ た 弁 体 １ ４ ５ と 、 弁 体 １ ４ ５ 上 端 面 に 突 出 し て 設 け ら れ 第 一 弁 機 構 体 １ １ ９ の 第 三
接 合 部 １ ４ ３ と 接 合 固 定 さ れ る 第 四 接 合 部 １ ４ ７ と 、 弁 体 １ ４ ５ 下 端 面 よ り 突 出 し て 設 け
ら れ た ロ ッ ド １ ４ ８ と 、 ロ ッ ド １ ４ ８ 下 端 面 よ り 径 方 向 に 延 出 し て 設 け ら れ た 第 二 ダ イ ヤ
フ ラ ム １ ５ ０ と を 有 す る 第 二 弁 機 構 体 １ ２ ０ と 、
　 本 体 １ １ ４ の 下 方 に 位 置 し 第 二 弁 機 構 体 １ ２ ０ の 第 二 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ５ ０ 周 縁 部 を 本 体
１ １ ４ と の 間 で 挟 持 固 定 す る 環 状 突 出 部 １ ５ ２ を 上 部 中 央 に 有 し 、 環 状 突 出 部 １ ５ ２ の 上
端 部 に 切 欠 凹 部 １ ５ ３ が 設 け ら れ る と 共 に 切 欠 凹 部 １ ５ ３ に 連 通 す る 呼 吸 孔 １ ５ ４ が 設 け
ら れ て い る ベ ー ス プ レ ー ト １ ２ １ と を 具 備 し 、
　 ピ ス ト ン １ １ ７ の 上 下 動 に 伴 っ て 第 二 弁 機 構 体 １ ２ ０ の 弁 体 １ ４ ５ と 本 体 １ １ ４ の 弁 座
１ ２ ７ と に よ っ て 形 成 さ れ る 流 体 制 御 部 １ ５ ５ の 開 口 面 積 が 変 化 す る よ う に 配 置 さ れ た こ
と を 第 ４ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 流 量 計 セ ン サ 部 ４ は 、 流 体 流 入 口 ３ に 連 通 す る 入 口 流 路 １ ３ と 、 入 口 流 路 １ ３ か
ら 垂 設 さ れ た 第 一 立 上 り 流 路 １ ４ と 、 第 一 立 上 り 流 路 １ ４ に 連 通 し 入 口 流 路 １ ３ の 軸 線 に
略 平 行 に 設 け ら れ た 直 線 流 路 １ ５ と 、 直 線 流 路 １ ５ か ら 垂 設 さ れ た 第 二 立 上 り 流 路 １ ６ と
、 第 二 立 上 り 流 路 １ ６ に 連 通 し 入 口 流 路 １ ３ の 軸 線 に 略 平 行 に 設 け ら れ 流 量 制 御 部 ５ の 入
口 流 路 ２ ４ に 連 通 す る 出 口 流 路 １ ７ と が 連 続 し て 設 け ら れ 、 第 一 、 第 二 立 上 り 流 路 １ ４ 、
１ ６ の 側 壁 の 直 線 流 路 １ ５ の 軸 線 と 交 わ る 位 置 に 、 超 音 波 振 動 子 １ ８ 、 １ ９ が 互 い に 対 向
し て 配 置 さ れ た 流 量 計 セ ン サ 部 ４ で あ り 、
　 流 量 計 ア ン プ 部 ９ は 、 超 音 波 振 動 子 １ ８ 、 １ ９ が ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続 さ れ る 流 量 計 ア
ン プ 部 ９ で あ り 、
　 前 記 流 量 セ ン サ 部 ４ と 前 記 流 量 計 ア ン プ 部 ９ と が 流 量 計 測 器 を 構 成 し 、
　 前 記 流 量 計 測 器 が 、 超 音 波 振 動 子 １ ８ 、 １ ９ の 送 受 信 を 交 互 に 切 り 替 え て 超 音 波 振 動 子
１ ８ 、 １ ９ 間 の 超 音 波 伝 搬 時 間 差 を 測 定 す る こ と に よ り 直 線 流 路 １ ５ を 流 れ る 流 体 の 流 量
を 演 算 す る よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 流 量 計 で あ る こ と を 第 ５ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 流 量 計 セ ン サ 部 １ ５ ６ は 、 流 体 流 入 口 ３ に 連 通 す る 入 口 流 路 １ ５ ９ と 、 入 口 流 路
１ ５ ９ 内 に 垂 設 さ れ た カ ル マ ン 渦 を 発 生 さ せ る 渦 発 生 体 １ ６ ０ と 、 出 口 流 路 １ ６ １ と を 備
え る 直 線 流 路 １ ６ ２ と が 連 続 し て 設 け ら れ 、 直 線 流 路 １ ６ ２ の 渦 発 生 体 １ ６ ０ の 下 流 側 の
側 壁 に 、 超 音 波 振 動 子 １ ６ ３ 、 １ ６ ４ が 流 路 軸 線 方 向 に 直 交 す る 位 置 に 互 い に 対 向 し て 配
置 さ れ た 流 量 計 セ ン サ 部 １ ５ ６ で あ り 、
　 流 量 計 ア ン プ 部 １ ６ ５ が 、 超 音 波 振 動 子 １ ６ ３ 、 １ ６ ４ が ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続 さ れ る

(5) JP 2006-72510 A5 2007.9.20



流 量 計 ア ン プ 部 １ ６ ５ で あ り 、
　 前 記 流 量 計 セ ン サ 部 １ ５ ６ と 前 記 流 量 計 ア ン プ 部 １ ６ ５ と が 流 量 計 測 器 を 構 成 し 、
　 前 記 流 量 計 測 器 が 、 渦 発 生 体 の 下 流 に 発 生 す る カ ル マ ン 渦 の 発 生 周 波 数 を 超 音 波 振 動 子
１ ６ ３ が 送 信 し た 信 号 と 超 音 波 振 動 子 １ ６ ４ が 受 信 し た 信 号 と の 位 相 差 に よ っ て 流 量 を 演
算 す る よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 式 渦 流 量 計 で あ る こ と を 第 ６ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 電 装 モ ジ ュ ー ル ７ と バ ル ブ モ ジ ュ ー ル １ が 連 結 さ れ た こ と を 第 ７ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 電 装 モ ジ ュ ー ル ７ と バ ル ブ モ ジ ュ ー ル １ と が 空 間 層 １ ２ を 介 し て 連 結 さ れ た こ と
を 第 ８ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 電 装 モ ジ ュ ー ル ５ ６ の 第 一 の ケ ー シ ン グ ５ ７ は 、 該 第 一 の ケ ー シ ン グ ５ ７ 内 に 充
填 さ れ た 気 体 を 排 出 す る た め に 設 け ら れ た 排 出 口 ６ １ を 有 す る こ と を 第 ９ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 空 間 層 １ ２ 内 に 充 填 さ れ た 気 体 を 排 出 す る た め に 設 け ら れ た 排 出 口 ４ ９ を 有 す る
こ と を 第 １ ０ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 電 気 式 駆 動 部 １ １ は 、 上 部 ボ ン ネ ッ ト ３ ７ と 下 部 ボ ン ネ ッ ト ３ ６ に 内 包 さ れ た モ
ー タ 部 ３ ８ と を 具 備 し 、 流 量 制 御 部 ５ は 、 モ ー タ 部 ３ ８ の 軸 に 連 結 さ れ た ス テ ム ４ ７ に よ
り 上 下 動 さ れ る 弁 体 ２ ２ を 有 す る ダ イ ヤ フ ラ ム ２ １ な ら び に 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ １ に よ っ て
電 気 式 駆 動 部 １ １ か ら 隔 離 さ れ た 弁 室 ２ ３ に 各 々 連 通 す る 入 口 流 路 ２ ４ 及 び 出 口 流 路 ２ ５
を 有 す る 弁 本 体 ２ ０ と を 具 備 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ １ の 非 接 液 側 空 間 ４ １ と 連 通 す る 排 気 孔
４ ３ が 下 部 ボ ン ネ ッ ト ３ ６ に 設 け ら れ た こ と を 第 １ １ の 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 電 動 制 御 弁 が 、 電 動 式 ピ ン チ バ ル ブ で あ る こ と を 第 １ ２ の 特 徴 と す る 。 ま た 、
電 動 式 ピ ン チ バ ル ブ の 管 体 の 材 質 が Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 、 フ ッ 素 ゴ ム 、 シ リ コ ン ゴ ム 、 ま た は こ れ ら
の 複 合 体 か ら な る こ と を 第 １ ３ の 特 徴 と し 、 電 動 式 ピ ン チ バ ル ブ の 管 体 が ポ リ テ ト ラ フ ル
オ ロ エ チ レ ン と シ リ コ ン ゴ ム と の 複 合 体 か ら な る こ と を 第 １ ４ の 特 徴 と す る 。
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